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性格は，褒境との交互作用主たは遜境にたいする反応の場において，その淡
現がなされる。′､ムレットの性格が複雑な様相を示している理由は一つではな
いが，その鮫大の理由は,彼のおかれた頚境が踊純でないと同時にこの現境に
たいする反応が耶一でないからである。自明なとの事実を忘ｵ1てHizm"Zを
考えることはできない。
ハムレットは，父王を識殺して王位をうばった叔父，これと再癖した不貞の
母をもち，叔父にたいする復騨の責務,時代の病弊にたいする扱い意識ととｵ'1，
を矯正する責任を負わされている。彼がおか弧た祉会は中世と近世とが交錯す
る（エリザ朝の）肌:会である。〃fm@I"を性格劇としてみる興味は小さくない
が，その場合にも，特殊な環境におかれた王子が外部の川来事にどのように反
応し，どのように考え，主た行動したかを跡づけることによって，劇の性格や
構造が一層明らかになるとともに，主人公の性格や心附も珊解さ恥ろのであ
る。環境へ④抵抗のないところに悲劇は成立しないのであるが，この抵抗の足
跡をたどること，すなわち，各段階の抵抗をモメントとして聯柄が経局へみち
びかれてゆく過程をたどることが,悲劇の櫛鑑の理解になるのである。主た，
主人公のセリフを一括して，これを分翻し配列したりすることなく，各掩のセ
リフがのべら奴る場合と机手に注意してみるとき，彼の心瀞は揃捉しやすくな
る。これら二つの手競によってHα↑抑“をよむとき，この難解な劇はかなり
明瞭なバアスペクティブのもとにおかれるようになるであろう。この方法は新
しい方法ではないが，街略しえない原則的な方法である。
筆者は主歩，ハムレットの復騨の意志の有無を独白について調ぺるととから
川発しようと思う。そこから得られる結論の一つは,彼が復慰へみちびかれて
ゆくのは，外的な川来事のハズミによるということである。なぜ，ハズミを必
要とするか，なぜ自発的に復灘溌決行しないか，その理111としては，彼の心箭
や行動の特殊性のほかに,母の不貞による自己汚染の意誠や時代への懐疑があ
げられよう。汚染の意識において彼の苦悩はもっとも端的に打ちだされたが，
そのゆえにまた，この意識において彼の倫却的自弛はもっとも明瞭に看取さ
拠る。そしてこの倫理的自覚を支えるSOmOthmgの存在が歴然としている。
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以下，これらのことについて,(I)独白を中心にその心意の過程をたどり，次
に,(II)対話のことばについて，その心幡の秘密にふれ,ろ点をさがしだそうと
思う。
I
Ham/cdには四大独白がある。これにク回ウディアスの斬りの場の傍白(3.
3.73.-96）を加えれば，問題のセリフは五つとなる。これらの独白と傍白を，
その相互のあいだに起った川来事とともに列肥すれば次のとおりである。‘，
のなかの句は岐初の一行を示す。(1)G0,thatthistootOoSulliedileshwo11ld
melt,'(1.2.129-59)……亡謹との州会，族役肴との打合…･･･(2)!0,whata
rCgueandI]easKmtsIgwea'n､11'(2.2.553-609),(3)@To",ornottobe,
thatistheqUestion,'(3.1.56-88)……劇中劇の上演……(4)Nowmigl1tldo
itpat,nowa'isa-Prayil)9-'(3.3.73-96)……王妃私室の場．ポロウニッ
ス誤殺……(5)@Howallocc;1sionsdoinfbrmagainst,'(4.4.33-66)
独白（1）はわが身の汚染を語っている。刺Iの徒にそむかないならば自殺した
いという。この極端な汚染の意識は,父の死後一カ月とたたぬうちに母が再嬬
したことに起因する。エリザ朝の観念に従えば，この結僻は忌むべき血族机姦
であった｡'》ハムレットの汚染の意識が深刻であるに反し，ガァトルードのり'1
の意識は稀薄と思われる。二人の倫理感覚はそ虹ぞ虹異る平面にあるのであろ
うか。現代のシ,桑イクスピア続考は,読みさしのテキストを机上に放避した主
袰，このような問題を凧独の|州題として考えることに時1mをついやすこともで
きるが，エリザ朝の舞台は，そんな思考鞍ゆるすいとまなく‘どんどん進行し
てゆく。その進行の過程において，ハムレッ1，の汚染の意識の深刻さだけが，
一つの全体的なイメジとして印蛾づけるのでは永いであろうか｡母の罪の意激
が歸薄であることがハムレットの苦悩を深める一つの要因であるとすれば，つ
よく意識しない罪を背負ったガァトルードのｲf在は，そ虹だけで一つの欠くこ
とをえない性椿である。彼女はオフィーリアの水死の場面を描写するが，これ
は一つの役であって，性絡と関述のないことをS・L.Bethellは正当に指摘し
ている｡動〃e(MJMD･G.允脈Ⅲ‘'“'‘'｡‘のイザベラはきびしい貞操槻を持すること
によって，アンジェ'垂を悩まし，弟ク豚ウディオを窮地に追いやるが，彼女の
1）歴αml"('rlleNewSImkCSI)"re),Secon(1"ition,ed.,1)yI)．WilSon･P･
152,&P，2弱.‘
2）鋤｡A"】妃α肥αnff"cnlpJMI@rDr@mqficrMIII""(StapleS.1948),P.91.
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この言動をその性格と関連して老えすぎることは劇の理解を困難にする。その
雷動はむしろ劇の楠遥との関述において理解すぺきである。
ハムレットの眼には，亡父が日刺IHy脾㎡onならば叔父は好色の権化SAtyr
とみえ，との二人の懸隔は，淨化力の化身としてのHercul"心と汚飢に汚飢
たハムレ.ソ1､自身との懸隔にもひとしいという。しかも，彼の雌は手のひら逓
返すように，この叔父と結んでし主った。ハムレットの汚染と恐怖は絶望的で
ある。@WOl'ldIhadmetmyd"r"tfbeinh"1'en/Oreverlhadsedlthat
day,Horatio-'(1.2.182-3)･thatday'とは母の再婚の日である。この汚
染の意識と恐怖は前王の亡篭との川会により，さらに深刻となる。なぜなら，
この川会においてハムレッ1，は職傑すべき秘密をつげら肌たのである。秘密の
一は父は叔父に澁殺されたことであり，その二は父の生前において母はすでに
不倫をおかしていたということである』〕・子として恥ずべきとの緑の不倫の事
実をハムレットは畏友ホレイシオウにも容易に謡らなかった。節五幕第二場に
いたって，はじめて,Kwhoredmymother'ということばを以て打明けるので
ある。この屈辱と秘密内職の｡l峡は，劇の榊成を郡解する上にも砿要な事実で
ある。
亡霊は復鎚を命じた。ハムレッ1，はもとより街醗の責務を感じる。しかし，
その感慨の内容は踊一ではない。彼の性格と環塊がと虹を複雑にする。‘､1.1嘘
timeisoutofjoillt,OcIITsfd"ite,/･l.h:lteverlwasborntosetitright!'
(1.5.188-9)と嘆く。
族役者の到来は事態に新しい発展をあたえる。彼らの到来はもちろん偶然の
ことであり，ハムレットがと虹にゴンザγゴウ殺しを演じさせようとするのも
一つの思いつきである。ポローニァスも牛鐵を入れながら，セリフの言い義わ
しに興じているうちに思いついたと観察される。これに独白(2)がつづく。
この独白でハムレットは自分の無気力と瞳摘を反椅し，新しいコースの発見に
ついて希望をのべている。芝";のために芝居を演ずろ役者でさえ，職織の世界
で情熱をかきたてて顔は背白く，眼に涙をたたえ，狂乱のすがたで破奴声とな
って満場をわかすのに，意気地ない自分は復雛の決意もできず，ふらふらで何
も言えない，だが,罪をおかした者が芝届の場面をみて良心の苛寅からその罪
業を告白したときく，あの役稀たちに叔父の面前で父親殺しを減らせて，叔父
3）
4）
p.166･
"α"Mq'f(TheNewShakcSI)care),Secon(11§dition"p.259.
Cf，1．5．41(@tll:ntatlultcr:ltel)east'),&Br:ldley:鋤《'ﾙ"IM"･"抑釘wJ℃“〃，
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の顔色をうかがってやろう，ひるむ気色がみえたら，こっちのものだ，という
のである。なお，ハムレットは亡父の霊は実は悪霊ではないかと疑い，この眞
憾も明白の芝鵬で明らかに放ると期待する。しかし,彼はモの当日になって，
主だ芝鵬もばじ主らないのに，第一独白に語ったように仰ぴ自殺について考え
ている。
有名な節三独白4Tobe,ornottoIE,thatistheqUestioll'がそれである。
ここでは,彼は自殺をはばむ刺1の徒のことは雷わない。生きてゆくことにも苦
しみは多いが，それにもかかわらず死をえらばないのは，死後の世界の恐怖の
ためだと老える。そして，あれと恥と毒えるので，ひとは瞳病になるのだ，
0the皿tivehlleorrsolution/Issickliedo'erwiththelli'lecastofthought.'
(3.1.84-5）という。芝居の上演左目前にして語るとの懐疑の蕪調はハムレッ
ト自身の汚染の意識ではなかろうか｡彼は亡盟の存在を信じていないようにみ
える。また、自殺禁止の礎をも意に介していないようである。かかる点に関す
る懐疑はこの甥合の支障ではないらしい。今となって，彼の決意と行動をさま
たげるものは汚染の意識である。との意激は思索の謂憤によって一階深刻とな
る。
さて，劇中劇は大成功であった｡叔父の孤狐をみて，疑う余地なしと知った
'､ムレットの歓喜は我を忘れるほどのものであった。しかし，との有頂天な歓
喜は，秘密の発見藍たは好奇心の溝足そのもののための獄審ではなかろうか。
宿望の彼離といった心班とは睡接的関辿のない快哉ではなかろうか｡深謀逮慮
の春が，こんなに手放して有頂天になるととはありえない。第二独白にのべら
飢た彼の愈図と期待はこの瞬IIWに忘れられてし壷ったかと思われ,ろほどであ
る。主た，この場面のハムレットと第三独白をのべるハムレットとはあ史りに
も対蝋的である。それは，あたかも躁壁症忠者の変貌を想わせる。ハムレット
にはかかる両極端の表現があり，そのllliに論蝿的な服絡のないのがその特徴で
ある。これが喪た，従来多くの評家の注意をとらえてきた点である。1).WiM11
は‘･nUisconⅦIIs;veoxill&ltionlrtwcencxtIE:荊啄offtenzyKmdtmnqUilUtyiSSO
m81rk型狙脆;'tureofthePrince'sbehaviourandl)xovid"Sol凪噌eanelementof
therhythmofthewholeplay,tllattomissitistomissoncofdlel)rinci"1
clllestothellnde応悩mdingo『〃"m"t'.n>と観察していろ。をた,B,IhrEvans
は人間に関するハムレットの観察の両極端の例(2.2.307-14）をあげて，彼の
5)0jj･『"･'P・Ixiii．
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性枯解釈にたいする贈示をあたえている‘‘)。興味ある晴示である。しかし，人
IIM絶讃と人|珊蔑観という両極端を同畔に表現したとのセリフは，いかなる事儲
のもとに，いかなる祁手に向って語ら飢たかを思うとき，一層意義あるものと
なる。もし，これを，滞られた場合と州乎との関連から抜き出して観察すると
きは，ハムレットの性格の分裂的な側面を強調したり，また，その性格を抽象
的にみる結果になりかねない。全休的に把握するためには,部分的関趣を忘れ
ることができない。このセリフは，二人の学友ロウゼンクランツとギルデン
スターンがスパイとして叔父によびよせら飢たのであることを宥破したとき，
彼らに向って吐きだされたものである。ポジテ｛ブな動因をはらむ出来事とか
行爲にたいして，ハムレットは時に意想外の言動を以て反応する。この反応は
しばしば非常に顕将である。スパイ行爲のごときは彼のもっとも嫌忌すべき行
鰯であった。オフィーリア逓囮に使って本心をさぐろうというポローニァスの
献莱をたまた堂錐みきいたとき(2.2)，主た,との献莱の実行の場面(3.1)で，
彼はポ画一ニァスをどのように椰擢し，主たオフ！－リアをどのように照った
か。これらは彼が四囲の出来事や人物にいかに鋭く反応したかを示す例であ
る。彼のセリフが時にセリフのためのセリフかと疑われるほどに修飾に富んで
いるのも，作者シ墨イクスピアの制作過職における一様机を示すとともに，ハ
ムレット自身の現境への心理的反映を表現したものと解されなくてはならな
い。
劇中劇の成功の歓瞥が位錘と心理的に迩結した歓喜であるならば，ハムレッ
トはなかなか計画的で持読性も欠かない王子ということになりかねない。この
ことに関する見解如何が王子の次の行動にたいする批判を決定する。すなわ
ち，第三幕第三場において，復雛のチャンスをなぜ見逢ったかに関する批判の
分飢ろ因がこうした点にある。
簸者があえて独白とともに列挙した傍白(3.3.73-96)は，この意味において
少しく問題をふくんでいる。ハムレットはとのなかで，絶好のチャンスを見逢
ろ理由，というよりは，その言訳をのべているのである。禰禰中の相手を刺す
ことは，と弧を天国に塗りとむことになって，愚策である，地鰍へつき落すの
でなければ復餓にならない，そのためには相手を罪の甕饗の番なかに襲わなけ
肌ぱならない，という意味のことをのぺている。と伽,を文字どおりに受取る
と，彼は深いタクラミと残虐性をもつ性棉となる。この点に関するBIadleyの
6） cfZWeLcn9M(M(l/S加仏"""℃，測I刀J･""(Melhuen.1952),IJP.104-5.
呵
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次の言葉は正当と考えられる。"I､herGuSOnfbrreiIISillgtoacCePthiSOWnvtrp
sionofhismotiveillslxlringCla,,diusisnotthathiswntimellts&lrchorrible,
1)utthatCkCwh"e,andalSointheol)cnillgofhissI)ccchl'e'心,wecluhsecthat
hisrel'l"&111cema'ctisductoothtJrcall"r・'7）このように,Bradicyは"､ムレ
ットの自己弁解を文字どおりには受取らす，不決断の理由としては6other
CulS"'のあることを指摘しているが，その一つに,dthcsickcningrctumof
mclanclloiicI)amlysis.'8)を汚えているようである。しかし，この6mclimdlolic
IXLmlysigを払拭して行動に超たしめるものが存在しないであろうか，とわ鯉
われは考えてみる。存在しない。ハズミになるものがことには存在しないこと
に気づく。ハムレットをその意図しない異常な行動に駆りたてるためには，ハ
ズミとなる災常蕊の随伸が必要である。性絡的にそうであるばかりでなく，そ
の汚染の意減すなわち愉理的自覚が行動への障碍となっている。机乎を罪の饗
宴のさなか糎襲うなどというのは，この自覚を裏返しにした表現である。しか
し，ク画ウデ，アスの所りの場にこのハズミが欠けているというそのことは，
劇の椛成上，亜要な点となっている。このことから，机次いで悲劇的馴件がく
りひろげらｵ1,てゆく。Bmdleyが‘'1，lleincidentofthcsIxlringofthekingis
contrivcdwithexm'ordimrydmmaticinsight.'動といい，さらに,4'I，hisillcid副】t
iSagaill,theturninglX)int0「thetmgcdy．…….、hisf'ilurEhemisthe"ur
ofallthedi"stcrsthatmllow.''0)と指嫡したのは全く同盤である。なお，ハム
レットはこのセリフで，さきに亡霊からきいた言葉(1.5.76)を想起して,4A'
tookmyfltllcrgmsSly,filllofbread,/WithallhEcrimesbrmMll)1own,"
HMshilsMay.'(3.3.80.-1)とのぺているが，第二および第三独白で，亡霊の
存在にたいし懐疑的であったり，信じなかったりしたのに，前にきいた亡霊の
雷葉がよみがえってくるのは何故であるか。劇中劇で叔父の罪が明白となり，
それによって父のf霊の雷葉があらためて喚実と感じられ，壷た，亡笠の存在
も信じらｵ1,るようになったのであろうか。これを裏諜きするように，王妃私室
に亡霊が現わｵ1,たさいのハムレットの瀞鋤は辿眞力をもって描かれている。
傍白における‘Orn1th'mccstuousl》I“sureofhisb｡'は，ハムレットにと
っては偶然にも，王妃私室における彼の行爲の伏線となり，彼は誤ってポ腫
一ニァスを刺殺する。このdin鱈ピの観念はハムレットにぬぐいがたき汚染の
8)Ojj･c".,I)．135.
肋&1．pp、135.
必刷."p、1謡。
????
、?????
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意誠となり，この蠅懇すべき屈辱を自ら表現することをはばかったために,か
えって，強力な滞在意識となっていた｡誘発する松瞬があれば，この屈辱感は
集中的に爆発する。この私室におけるポローニァス刺殺と，母にあびせる狂
賞にちかい罵りがそれである。これで，壁談したものを吐きだした結果にな
り，ある落着きをあたえることになった｡誤殺の責任はとるという言葉（3.4.
173-7)は勿論のこと,GCome,Sir,tOdmwtOvardanendWithyOU…'(216)
という一行にも．何か弛悟が感じら肌ろ。
しかし．第1川独白を擁むと，ハムレットの決意はふたたび低迷状態に立ちも
どっていたことがわかる。二人の学友の監覗づきで英国島へ遥られることにな
っても，決行に超ちあがろうとしなかったことが暴露されていろ。港へ向う途
上で，ノールウ.懲イの王子がポーランドへ逃姫のためとの国を通過することを
知るが，この逃iliは正に猫の額ほどの土地を争うためのものであった。とｵLに
くらべると，ハムレットの復騨には,HI!lllも窓志も力も手段もすべて揃ってい
る。偉大な行爲とは，然るぺき理IIIなしには騒起しないということではなく，
名誉が危殆に瀕しこさいにはワラー本をも子うととだ，という。ハムレットは
との独白をdO,fiK)mthistimeibrth,/mythot8gllGlxgbloody,orbenothilE
worth!'(4.4.65-6)と結ぶ。こ奴を聞いても，われわ肌はなおも彼の決意を
疑う。今誰で何度も喪切られてきたのだから。
以上．独白にあらわ弧たハムレットの心境の推移を外部的なIII来事との関遜
において考察してきたが，これによって決行の意志を明確に拙捉しえたとは思
われない。最後の独白の結びの言葉が結漁であると考うべきものでもない。し
ばしば観てきたように，彼の決意は何度も解消した。いや，実際には決意する
ととがなかった。行動を誘発する充分な動因が現わ虹なくては，ついに超ちあ
がらないであろう。S､L・恥theⅡはdHamlet'sdelayispurlmsiveatlast,ashe
waitsonGod.'11)といい,5.2.8－11をあげているが，この問題は次に項を改
めて考えるが，ハムレットの復饒心は,総ﾉ‘ｳ，自ら認めるごとく;dullrcvenge'
にほかならない。名誉のためにはワラー本を争うほどの意義をこの復躍に見出
したかどうかは疑問と菅わなけ鯉ぱならない。しかし，復離の途行はハムレッ
トに負わさ奴た宿命である。その意志の如何にかかわらず，偶然はあたかも必
然を生んで，那態は究極へと追いこまれてゆく。
11)oP．c",、1,．艶．
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劇中の人物の心愉や性格は，当然のことながら，そのセリフにもっともよく
表わされる。(I)では，ハムレットの行鋤を独白との関迩においてみたが，
(Ⅱ）では，対蹄のことばから彼の和貌の一端をうかがうことにしよう。そのた
めには，セリフがどんな場合に，どんな祁手に語ら郡たかに注意することが必
要である。平凡と恩わ熱るセリフ，何気なくもらしたと思われるセリフでも，
それが誰に識られたかに注窓するとき，果然，際立った意味をもってくる。こ
とに，ハムレットのセリフは机手をみて巧みに使いわけら弧ている。この点を
無覗して，一括した彼のことばのなかから何かを抽出しようとする企ては報い
らｵLるところが少ない。IIbrEv2mgはdItiSwithaLPlay⑪rwOrdSthatHamlCt
hidrshisr℃almindfiomPOlonius,andimmRusen画nntzalldGuildPnstcrll.
WllennLcessaryhecanm&Isteradircctalldconcentratedlangllage・'1雪〉という
二つの場合をあげ，さらに,O'rhere&lrefgwIxIs"gesinShake$)ealremorccom-
IJre"edthmlHamlet'Slet"rtOIIoratio"11ingOfhis唇Gll)eontl)eljirateshil).'13)
といい，主た,dAtihcothercxhEme,Hamlct,whenhcishidinghismilld,
camusetheol)a(luespeech,theelaimmteand(Jver-weiglltcdwcrdswhicllSIIIL-
keIWearesoirCqllentlyeml)10ysinsudlcircumstmlces.'M)とのべている。示唆
に富んだ槻盗である。とのハムレットのセリフの両極端の一端に，ホレイシオ
ウのほかに隊を加え，また，他の一端にはポローニァスと二人の学友のほか
に叔父を配して，セリフの表現様相ばかりでなく，その内容に眼をそそぐと
き，ハムレットの心傭はかなり捕捉しやすくなる。
ハムレットに二つの秘密がある。すでにのべたように，一つは母における
6in"t'であり，もう一つは復躍の意志に関することである。復雛については，
その意志の有無にかかわりなく，腹をさぐられるのは，もとより不本意であっ
た｡しかし,彼は#1手から蹄しかけら虹て無瀞でいることはできない｡龍た，
否定一点淡"1IIしとおすこともできない。不機嫌なときでも，回ウゼンクラン
ツが言うように,@Niggardof[lu"tion,butofourdemands/Mostfreeillhis
el)ly.'(3.1.4-5)である。壷して，自ら求めて語るときは鮒弁でさえある。
ただ，秘密をその藍主語ることは許されない。この抑匪砿がそのことばに特異
性をあたえる饗因の一つである。表現は一の解放手段である。心理的にそうで
12),13)OP.c".,P,102
14）必ﾊｲ･,P．103.
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ある。しかし，ハムレットは自分の雌親にさえナゾをふくんだ|Ⅲ接的表現をし
なけ鯉ぱならない,行動も議蛎もこ奴ほど多彩多様であるにもかかわらず，興
意はつねにおしつつんでいなければならない，できれば心友にさえ明かしたく
ない屈辱的な秘密がある。この心の壁献を解放する本能的な心意動向が,学友
を煙にまき，ポローニァスをからかい，オフィーリアをののしり，叔父を皮
肉ることにその表現をもとめる。しかし，この表現の仕方はついに|川接的な手
段にすぎないばかりか，周囲の野戒心をよびおこして，そのため，かえって自
繩自紳におちいる。巧みに煙幕を張って｢異邦人｣たちに応酬すればするほど，
潜在意識の亜力は加わり，その圧力はたえがたいものとなる。ハムレットの狂
気はここから生れるのではないか｡彼を鯉実に狂したとは浦いきｵ1,ないが，ま
た，冷靜な作狂に軽始しことも誘いきれないであろう。ハムレットの境遇にあ
って，その壁蹟した心の1I1口をふさがれていたならば,狂員にちかい討勤に追
いやら奴ることは考えるに困難ではない。人は本能的に解放をもとめる｡興実
に狂することは，ある意味において，解放である。rI殺も一つの解放手段であ
る。彼がと鯉を一度ならず口にする心理も即解できる。とｵLらの混み入った心
性とそのナゾめいた言葉との関係は密接である。
ハムレットは，隠密役をつとめる二人の学友をからかい，蛍た。なじる時
に，狩猟川語を陞輪に川いている。（2.2.298-9；〃382-3;3.2.322；〃348
－50）このように机乎を剛弄する繊知には狩猟の川諦がいかにも適切で，ハム
レットも得意なようである。また,球戯の川禰が内梅的あるいは興想的な内容
のセリフにつかわれているが(3.1.65;5.1.89-90),〃αml"におけるスポー
ツ川語を菰刺效果と関遜させて考えることは興味あることであろう。
以上，ハムレットのセリフの一つの極端に関する那項を概折的に④ぺたが，
次にのぺるもう一つの極端に関する事項は特別の注意にあたいする。ハムレッ
トは，友人ホレイシオウを讃えあととぱのなかに，向分が6l)i"ion'sskwe'で
あるとと涯反宥的に語っている。@blestarethose/Whosebloodandjudge･
ment:1resowellcomedled,/'1'hatthoyamllot:lpipebrIbrtlⅦ1e'sfi'1ger/
TOsoundwhatstOPshePle;Ise:givemethatmim/'l，皿tiSnOtl)KIssion'SsIave,
andlwill珊噂認rhim/Inmyh"rt'score,ayinmyheilrtofheart,/Asl
dothee.'(3.2.66-72)これをきいて，刑1性と感liliの均衡がとれた性格を，ハ
ムレットは素匝に，うらや設しいと感じているかどうかは判断に藩しむが，そ
＃1，がハムレットの性格とは対蝋的な性格であり，彼がここで自己批辮をなして
いることだけは明らかである。そして，このことばは，彼がいわばその0PIs-
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sion'sSIave'の面I§Iを発抓する以前にのべられた点に注意したい。これは発作
的行爲への伏線をなすもので，劇の椴成に注意するとき，シェイクスピアがし
ばしばとの手法を川いていることに気づく。それはともかく，ホレイシオウは
ある時のハムレットを@Hewaxesdesmmtewithimaginatioll.'(1.4.87)と観
察したが，これらホレイシオウの観察やハムレットの向己批評は，この主人公
を一応遍境にたいすろ反応の側面からみてきた筆考の理解を裏諜きすろもの
である。ハムレットは自らを4IxI"ion'sSIave'としたが，このqI忍鐇ioll'は燭織
がなけ虹ぱ必ずしも激発しない。したがって，激儲のとりこということは，外
部の旧来蕊すなわち環境に動かされやすいこととfEbrtune's6nger'があやつ
るま製の笛であることを意味する。ハムレットにとってその激悩触発の機織は
劇中いく度かjlj意さ弧てある。
ハムレットは，英国鮒へ向う船中で身にふりかかる危難を二人の学友に転嫁
したときの綱III舩態について，ホレイシオウに語る。CSir,inmyh"rttherc
wasakindofiighting/'l,hatwouldnotletmesleeP-methoughtII&Ly/
WOr"thanthemlltin"mthtabilboes.Rasmy,/Andl)misedl)erasIm"sIbr
it…'(5.2.4-7)との0mshn《弱SOは、さらに,dOrlcouidmake&11)rolOglle
tomybmins/'1,heylladl)eglllltheplay.'(f6id.,30-31)ということばに表
現さ鯉ている。との心理の自己分析を裏諜きすろ行鱒は墓地におけるレイアー
ティーズとのつかみ合いにもあらわれている。とのつかみ合いについて彼は次
のようにいう。@Butsuretl8eb'xwer)･ofhisgriefdidputme/I11matowering
l通霊ion.'(5.2.79-80)こ奴はレイ･アー ティー ズの異常な感捕表現によって思
わす激附をかきたてられたことを言ったもので，とのいわば逆上性を自認し
て，ホレイシオウに弁明的にうち明けたのである。ハムレットの性格に統一的
解釈をあたえることは必ずしも必要でないとしても，ホレイシオウにしばしば
示す侭りのない自己分析には筋がとおっていることが邪解される。彼は，外部
の川来事にいかに反応するかを自らよく知っている。
このような感慨的な反射行罵がハムレットの性格の顕特な一表現であるとす
るとき，これと対照的な衷現も少くない。たとえば，第三聯錐二場において族
役肴らの幽凋にあたえる紘文一もったいぶった口つきや大げさな身振りを
やめて，すらすらとよどみなくセリフを言いまわすこと－は彼の性幣の感僻
的な面と矛盾するとも考えられる。しかし，これを矛盾とか分裂と考えること
はどうであろうか。史た，時に意想外の行動があったとしても，そ奴と座頭へ
の註文の内容とはそれぞ鯉発生の素地あるいは場合がちがうのである。この王
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子を発展的性格とみることによって，その矛盾とみえる現象の大半は解刑して
し堂りのではなかろうか。芝居好きの彼にとって，との劇中劇の柵しはいわば
性に合った企てである。そこにはたらいている心理はきわめて容槻性にとんだ
心馴で，彼は復雛などを意撤していないようである。
妓後に，ハムレットの心性と立場を複雑にし困難にする要因を，もう一つあ
げると，そ奴は'Thetimeisoutofjoint,…，に蠕示された彼の脚批である。
これは個人的問題をはらんで，しかも，それを越えようとする自覚である。彼
は自己の汚染の意識とともに，因湖と欺瞭にみちた牢獄のようなデンマークを
たえず意諭している。岐経の場而で．彼は復離の満足をのべる代りに，ノール
ウニイの端い王子フォーティンプラスに後蕪を期待して死んでいく。それぼど，
彼は関節のはずれた時代にたいするff係を感じ，こ奴と自らの汚染との共在を
意繊したのである。このことも彼の心性を複雑にし，またこの劇を複雑にして
いる。しかし，このいわば倫測1的自蝿は複雑の要因であるとともに，劇を支え
主人公を支えるバックボーンである。ハムレットにおける現象的な矛盾の底を
一批して流れているもののあることが感じら弧ろが，それが，ある観点からす
れば，とのml:会なり時代にたいする自枇ではないか。業た，このm1:会意識は汚
染の意識と同じく，さらに織班の観念を1f景にしていると考えられないであろ
うか。以下．このことについて少しくのべてみよう。
上にのべたように，ハムレットは畏友ホレイシオウに，自分の性梼の欠点を
反桝し（3.2.66-72)，行きすぎた行繍の弁解をなしている（5.2.75-80）が，
その多様な言動について言訳をしないのが本来の面目である。一例をあげる
と，ポローニァス刺殺のため叔父の前に呼びだされた彼は少しも悪ぴれろと
ころがないばかりか，かえって，朴I手を郷樅して平然としている。彼に良心も
責係感もなく，ただ残虐だからではない。彼は，老いた因調的な仙代を僧川し
ないとともに，へつらって時勢に便乗する若い世代を軽蔑し，これらと眞面目
に謡ることを快しとしなかった。刺殺｡'件については，あとで，レイアーティ
ズーに釈明し，恕しをもとめている（5.2.224-42)。レイアー テ，－ズは彼の
友であった。彼が良心や責任感を欠いているのでないことは，死にのぞんでホ
レイシオウに託することば（5.2.353-斗)，ロウゼンクランツらの顛末にたい
する気がかり（5.2.352）にもそ奴が示さ鯉ている。この蔵のことを彼は大げ
さに表現しないだけである。しかも，親密な関係にある人為にしか語らない。
これは彼の心備の股も内奥のことがらに脇するためではなかろうか。
死の観念と林の擶理に関することばをさがしてみることによって，この問題
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が少しく明らかになるかと思う。ハムレットは節三独白において死後の世界の
恐怖についてのべ，たやすく死を決意できない理IIIにふ肌ている。しかし，こ
のような恐怖や懐疑を抹擦してしまう考えも幾度か表明さ奴ている。その大部
分が，行動の弁明の場合とおなじく，ホレイシオウに語られたものであること
は，この友にたいする信頼が特別のものであることを示していて，興味ふか
い。対話においては，ホレイシオウと母にたいするときのみ，ハムレットの意
識の露頭をのぞきみる感がする。ホレイシオウにあたえた手織が何ら巧主ない
文体であることも，この関辿において，いな一度注意しなけ虹ぱならない。
この友人がひきとめるのもきかないで，亡霊の主ねきに応じて後に従ってゆ
くとき．.ldonotsetmylilb;lt&ll)ill'Sibe.'(1.4.65)という青葉は，その性
絡の果敢な一面をあらわしどものといえよう。この態度は,英国行の船から嬬
国した後には，墓掘の場にみら虹ろとおり，一つの成熟に達している。W.
Kllightは'Hisjollrlleytolinglimdmay"takentomarkasPiritualOrlBy-
cllol"i"ladvimce.HevoyKug"throughtoanewse睡加ity.'1&>と観察している
が，このハムレットの成長は劇の大詰にふさわしい態度でもある。そして，次
の討葉にもその反映がみら郷る。dthcr"din"sisall.Sin"nomall,orallght
llelぐ&wcs,knowswhati:tto!"､℃betimes,1etbe.'(5.2.220-22)と虹らは暴
班の溝ではない。ハムレットは興簡のクリスチャンではなく，彼のことばから
"l'にたいする絶対の蛎依をさぐりだすことはできない。しかし，不信の徒とな
してし喪うととは許されない。刺Iは彼の意識の底に群在しているのではない
か。危機にのぞんで，取りみださないのは，超人棚的な亦在を信じ，人間の力
や制蝋のはからいのはかなさを知っているためではないか。0Thereammo1℃
thingsinh"ven&hnd(･artll,Homtio,/TI唾namdranmto『inyourll'il"ophy.'
(1.5.166-7)はこの概念の岐初の表現である。とのことばは，直接には，亡
霊に関してのべた言葉であるが，いわばハムレットのllt界槻への入門の語とも
考えられ,彼の行動や思考を恥解する手がかりとなるものである。@I)hilosoph》'，
というものを当時どう考えていこか，多I抑αzow'l"q/"｡/""4?A噸をみると，
@Collain-germanstothesemenammanyofollrgreiltl)hiloml)hersKmdI)e"s,
wllo,thollghtheyl"mOreteml)emteinUnislilb,giVemKmygOOdmOmlIDre･
cel)hs,honest,"Tight,amdsOl)erinthtgircom'巴臨ltion,)･etineWecttheyarethe
game(:1ccountingnonl881!&lgOodScholardlatisnot:mAtheist)況加漁
15)I''･ineiPI""Sﾊ側螂部X'《"､iImr'mvl'""(1'elicnnII(x)kS),I)．122.
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α"枇漉S"た城,toomuchlcamingnmkesdnemmild・'1,〕と記してある。これに
よると，すぐ虹た打学者は無料I諭粁でなければならない。すると，ハムレット
は，無紳論的思索でははかりがたい不思議が天地のI川にあるといっているわけ
であ患。
ポロー ニァスを課殺したさい,fj:にむかって,6IdOrel)cntibllth"ven
hathp晦墾"itSO,/1bPuniShlllCWiththis,andul鵬withme,/･',hatImu"
betheirSCOUIgCandminister.'(3.4.173-5)ということばにも彼の健悩がう
かがわれるように思う。6IdorcIEnt'という心境は，との場のこの母親にし
かみせない心境であろう。鋪五幕第二場では,8O11rindi5cretionsometimes
"rveslIswell,/WhenourdeellIIlOtwidoPall,andth;ltshouldlearnus/'rhere's
KAdivinitythatshal)es;mdends,/Rougll-11ewthelllhowwewiu-'(8-11)t
た,4W11y,eVeninthiltWilSh(XWenOrdinant,'(48)さらに‘'1,hcreissl)ecial
l)rovidenceinthefallofasIxwTow.'(217-8)と，いずれもホレイシオウに語
った言葉がある。あるものは，無分別な行爲の弁明であるが,弁明をこえたも
ののあることは鯨解にかたくない。これらのセリフをのべるさいの'､ムレット
は，いかにも落瑞いている。レイアーティーズの妓後の蕎葉に応じて彼は，
GH"venmalk"theefrceofit!Iibllowthee…'(330)という。これは紐輔
のことばとさえ感じら弧ろ。彼i土刷'の恕しを信じている。
王子の意識の底にあって，彼をあやふく破綻から戦いだし，そこに統一を保
たせようとするものは，その自己およびﾋ会にたいする倫理的自弛であり，と
の自覚を支える概理の観念である。多くの人だとおなじく環境の奴隷である彼
も，撮理の意識にめざめるとき，はじめて，その自主性を回復すると観察され
るのである。
(1953年8月）
16)cr.1'art・ロ,Sect●W,Mcm・IpSubS・I。
